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ねない．“Seeing is believing （百聞は一見に如かず）” とはい
うものの，信じる前に確認することが大切である．100 MPa
の圧力をかけて実測したところ，チャンバー内の溶液温度は
一時的に 0.1 ℃上昇し，粘性は 5％増加した．また，緩衝液























（0.1 MPa）では，菌体は約 20 µm s–1の速度で滑らかに泳い
でいたが，圧力の増加とともに，泳ぐ菌体の割合や，その速



















































どのように変化するのかを調べた（図 6 b） 3），常温常圧力
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にあると仮定すると，Y軸の値の 10％から 90％への増加は，4.4 kBTの自由エネルギー変化に相当する．
解　説
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